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じゃおクラブ 第 31 回 通常総会議案書 
 

日 時：2022 年 5 月 7 日（土） 13：00～14：30 

場 所：オルタ館 301 会議室 

 

総 会 次 第 
 

１． 開 会 
２． 議 長 選 出 
３． 議事録署名人選出 
４． 書 記 任 命 
５． 代 表 挨 拶 
６． 議 事 審 議 

○ 第１号議案 2021 年度活動報告 

○ 第２号議案 2021 年度決算報告および監査報告 

○ 第３号議案 2022 年度活動方針および活動計画 

○ 第４号議案 2022 年度予算案 

○ 第５号議案 「新規会員入会促進キャンペーン」の継続について 

○ 第６号議案 2022 年度役員選出案 
７． 新・旧役員挨拶 
８． 閉 会 
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はじめに 
じゃおクラブ代表 

大澤 輝之 
 
世の中が何となく落ち着かない中、季節は着実にめぐり春本番となりました。会員の皆様もご健勝の

ことと拝察します。第 31 回通常総会議案書をお届けするにあたり、ひとことご挨拶を申し上げます。 
コロナ禍の襲来以来 3 回目の通常総会となります。この間の 3 年間、じゃおクラブの活動も大きな影

響を受け、野外での活動はいくつかの制限はあるものの比較的順調に実施されたのに対し、屋内施設な

どでの活動はほとんどが活動自粛やオンライン方式での活動に終始しました。特にオンラインで伝達さ

れる情報について、いわゆる「非Ｅグループ会員」の方々も情報を共有されるよう注力をして参りまし

た。 
敵もオミクロン株なる変異種が 2022 年初から猛威を振るいましたが、最近はやや落ち着きを取り戻

し、政府によるまん延防止等重点措置の適用も、久しぶりに全国で解除されることになりました。 
できればこのままウィルスがインフルエンザ並みに衰退して、マスクのない以前の生活が取り戻せる

ようになることを願うばかりです。それには一人一人の自覚と、行政による先手を打った素早い対応が

必要であることが、これまでの経験から骨身に沁みました 
今総会の年度中には、1 年遅れの東京オリンピックと北京冬季オリンピックが相次いで開催されまし

た。数々の制約の中、とにかく無事日程を終了したことはご同慶の至りです。やはり、いざ競技が始ま

れば日本選手を応援して盛り上がったと思います。 
「平和の祭典」の後に、それと真反対の事件が勃発していますが、我らの力ではどうにもならないこ

とだけに、通常総会の時点にはどうなっているのか心配するばかりです。 
本年 1 月に臨時総会を開かせていただき、いわゆる本部の活動のスリム化や事務所スペースの返却等

によって、年会費を 6,000 円→4,000 円に改定することが決定されました。これにより、新規会員の増

加と地域じゃおの益々の活性化が望まれるところです。 
人々の健康の指標の一つとして「健康寿命」というものがあります。国際基準と日本の基準はやや異

なるようですが、ＷＨＯ（世界保健機関）が 2021 年に発表した統計では、日本は男 72.6 歳、女 75.5 歳

でいずれも世界第一位だったそうです。（原統計は 2019 年現在、別機関の統計ではシンガポールが 1 位

で日本は 2 位という説もある。）健康寿命とはいわゆる「一病息災」も含めて、自立して日常生活を送

れることを指しています。 
翻って、我がじゃおクラブの会員を見ると、健康寿命はこれらの数字をはるかに超えて元気に過ごさ

れているように見受けられ、やはりクラブに所属していることだけでも大きな要因になっているのでは

ないかと、手前味噌ながら感じている次第です。 
昨年度は別途報告の様に「新入会員入会促進キャンペーン」を実施しました。今年度もこのキャンペ

ーンを継続するよう本総会で提案させていただきますが、これら通じてもじゃおクラブの益々の活動の

活性化と会員数の増加が図られることを願って止みません。 
議案書の発行に当たり、ご挨拶とさせていただきます。 
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じゃおクラブの基本方針 

 
 
 
 
 

 
 
○ 中高年男性の団体です。 
○ 名刺交換はいたしません。 
○ 肩書き、前職など関係ありません。 

第１号議案 

２０２１年度活動報告 

Ⅰ．組織運営 
１． 総会 
第 30 回通常総会は、昨年に引き続きコロナ禍によりオルタ館での開催を断念して、オンライン方式に

よる議案説明会と Web.アンケート方式による議決権行使によって実施しました。例年通り、議案書は

前もって発送して、議案説明会で議案（活動報告、決算報告、活動計画、予算案、新入会員入会キャン

ペーン、役員選出）の説明を行い、並行して Web.アンケートで議決権を行使していただきました。非 E
グループ会員の方には郵便により議決権行使をお願いしました。投票率 57％(73 名)で、賛成多数で全議

案は承認されました。 
前年度の 1 月の会員アンケートや総会時に指摘された意見（多額の繰越金、会費の見直し等）を受けて、

じゃおクラブ本部の運営や活動を見直すプロジェクトを開始することに致しました。 
このプロジェクトの課題については、運営委員会および地域じゃおでの意見聴取を踏まえて、じゃおク

ラブ運営・活動の見直し、それに伴う会計関連の改定の 2 議案としてまとめ、1 月に臨時総会を実施し

て会員の意向を確認しました。臨時総会もオンライン方式による議案説明会と Web.アンケート方式に

よる議決権行使によって実施しました。投票率 53％(68 名)で、賛成多数で全議案は承認されました。 
２． 運営委員会 
本年度の運営委員会は、運営委員に加えて、監事の方にも出席して頂き、5 月、7 月、9 月、11 月、1 月、

3 月の計 6 回開催しました。なお、新型コロナウイルス感染防止のため、全ての委員会をオンライン方

式で実施しました。主な協議事項は以下のとおりです。 
① 第 30 回通常総会において会員から寄せられた意見・要望を受け、じゃおクラブ運営・活動の見直

しに関して、地域じゃお会員の意見も確かめながら論議しました。主な検討項目は次のとおりです。 
 じゃおサロン及び通常総会後の特別公演廃止について 
 通常総会の開催方法について  

魅力的な地域交流と連帯の形成 
血縁でも社縁でもなく、自発的で共感しうる“交流の場”を地域社会に形成するとともに、 
高齢社会のなかで互いに心から支えあえるよう、“連帯の輪”を広げることをめざします。 
地域社会づくりへの参画 
産業社会優先のためにこれまで疎遠だった地域社会を、男性の視点から見つめなおすと共に、

“より豊かな市民社会”を築くことに、男女共同して参画することをめざします。 
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 オルタ館の事務所スペース返却について 
 本部から非Ｅグループ会員への広報物郵送の経費を含めた地域じゃおへの移管について 
 会費の改定（値下げ）および会計規約の改定 

② 上記①の結果を受けての活動見直し・会費値下げを審議する臨時総会の開催について 
③ 新入会員入会キャンペーンの効果測定と継続の可否について 
④ 運営委員会へのオブザーバー参加制度の創設について 
⑤ 歴史年表の整理と公開について 
⑥ ホームページの運営について 
３． 事務局 
昨年に続き、運営委員が本部事務局業務を分担して実行しています。本部業務を渉外・調整、総会、

運営委員会、じゃおニュース・スケジュール表発行、じゃおサロン、会員管理、会計、運営の改革、

ホームページ、業務の IT 化に分け、それぞれに正・副担当者を決めて対応しています。会員動向

や運営委員会の概要は、昨年に続き毎月じゃおニュースの「事務局だより」に掲載しています。運

営委員会の議事録はホームページの会員ページにも掲載しています。 

Ⅱ．本部活動報告 
１． じゃおニュースの発行 
2021 年度は 4 月の 353 号から、2022 年 3 月の 364 号まで計 12 回発行しました。記事は「じゃおサロ

ン報告」が 6 件。投稿記事では「特別寄稿」3 件、「会員だより」46 件、「地域活動報告」は湘南 3 件、

県央 5 件、ベイサイド４件、多摩・田園 13 件の合計 25 件が掲載されました。 
２． じゃおサロンの開催 
① 実施回数： 2021 年度は以下の 5 回を Zoom によるオンライン方式で実施しました。2021 年度は

通常総会を含めてコロナウイルス拡散防止のため対面によるじゃおサロンは実施できませんでし

た。 
月 日 講演のタイトル 講 師 

6 月 5 日（土） ‘アフリカにダンスと太鼓を習いに行った

話’ 
戸ヶ崎 正次氏 

（じゃおクラブ県央会員） 

7 月 25 日(日) リモート落語二題 
『試し酒、ラーメン屋』 

桂 歌助師匠 

9 月 24 日（火） ＳＤＧＳって何だろう？ 
～ＳＤＧＳと｢じゃおクラブ｣の関係～ 

喜田 亮子氏、杉山 久美子氏 

（町田市地域活動サポートオフィス） 

12 月 4 日（土） アフリカ・マサイ族の人々と暮らして 永松 真紀氏 

（ケニア唯一の日本人ガイド添乗員） 

1 月 23 日（日） 「ふるさとに帰る」 
不如帰（ホトトギス 帰りなん、いざ） 

前田 康行氏 

（じゃおクラブ県央会員） 

② オンライン開催によるじゃおサロンの参加者数： 毎回 14～22 名の参加がありました。 
③ 今後のじゃおサロン： じゃおクラブの本部機能の合理化・縮小化により本部主催のじゃおサロン

は今年度で終了となります。今後は地域じゃお主催のサロン、講演会等を Zoom で接続しリモート

開催を期待します。 
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３． ホームページの運営 
ホームページサークル（HP サークル）はコロナ禍対応のため、月 1 回の会議や勉強会はオンライン方

式にて実施しました。2021 年度の活動内容は以下の通りでした。 
① 2021 年 5 月から 6 月に、ホームページの安定性向上のための改訂を実施しました。デザイン変更

を行うと共に、情報を見つけやすくするため会員向け情報を一括りにまとめ、入会キャンペーンの

告知を掲載しました。 
② 2021 年 10 月、本部サイト（トップページ）にトピックス投稿の仕組み「お知らせ」を設けました。

これにより最新のニュースを告知する仕組みが完成しました。その後、随時、投稿が続いています。

同時に、メニューを見直して、本部ページから直接地域じゃおの活動ページへ移動できるようにし

ました。 
③ 2022 年 2 月から 4 月にかけて、臨時総会で決議された「会費値下げ」と「事務スペース返却」に

関連するホームページ改訂を実施しました。 
④ オンライン勉強会は、2021 年 7 月に新デザインのホームページの編集について、2022 年 1 月から

3 月にかけて「お知らせ」記事の投稿・編集について、それぞれ実施しました。 
４． じゃおＥグループの運営 
3 月末時点でじゃおクラブ会員 126 名のうち 113 名（89.7％）がＥグループ参加会員で、年度内に発信

されたグループメールの件数は、合計で 61 件でした。 
メールアドレスを持っている会員は殆どＥグループに参加しています 
５． 健康サークル  

① 実施回数： 2021 年度は一回も健康体操を実施することができませんでした。運営委員会、じゃお

サロンなど会員の対面による集会が開催できなかったことが原因です。 
② じゃおサロンの終了とともに、健康体操も終了となります。健康体操を指導していただいた大多和

会員には長い間大変お世話になりありがとうございました。 

Ⅲ．他団体との交流 
１． 生活クラブ関連の行事  

１） ふくしまつり 
6月6日（日）に金沢八景の「姫の島公園」で万華鏡、紙とんぼ、CDこま等の「手作りの子ども遊び」工

作コーナーを開催予定でしたが、コロナ禍のため中止となりました。（ベイサイド担当） 
２） エッコロ共済 
「子育て講座」で「手作りのこどもの遊び」の製作教室に指導講師の派遣を予定していましたが、コロ

ナ禍のため中止となりました。 
３） オルタ館フェスタ 
11月6日（土）コロナ禍のため規模を縮小して開催。「手作りの子どもの遊び（万華鏡・紙トンボ・CDこ

ま）」の工作コーナーで参加しました。 
11月2日（火）～23日（火）じゃおグラファーズの写真作品を展示しました。 
２． その他の団体 

以前から交流のありました長野県上伊那郡飯島町の七久保青壮年部から宮松会員(県央)を通じて御柱

祭の誘いがありましたが、協議した結果、コロナ禍の中でのイベントなので、今回の誘いについては本

部では対応せず、宮松会員に任せることにしました。今後交流を継続するか否かは、宮松会員を通じて

先方の意向を確認してもらうと共に、今後の運営委員会で検討することとしました。 
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Ⅳ．会員動向 
１． 会員数の推移 

年度 1991 1992 1993 1994 1995 1996 1997 1998 1999 
入会人数 94 29 20 10 24 21 18 15 15 
退会人数  5 20 29 19 10 19 18 11 

年度末在籍者計 94 118 118 99 104 115 114 111 115 
年度 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 

入会人数 47 27 17 11 5 17 12 4 4 
退会人数 11 15 17 17 16 18 4 16 11 

年度末在籍者 151 163 163 157 146 145 153 141 134 
年度 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 

入会人数 35 25 16 10 6 19 12 4 13 
退会人数 15 16 18 22 9 8 8 13 7 

年度末在籍者 154 163 161 149 146 157 161 152 158 
年度 2018 2019 2020 2021      

入会人数 7 11 5 5      
退会人数 14 16 13 18      

年度末在籍者 151 
 

146 138 125      
注：年度末の退会者は、年度末の在籍人数に含め、翌年度の退会人数としてカウントする。 

２． 地域別会員数（年度末在籍者） 
地域 川崎 横浜北 横浜南 湘南 県央 県外 計 

1997 年度 8 27 19 32 29 0 114 
1998 年度 7 28 15 33 26 2 111 
1999 年度 7 29 12 37 26 4 115 

地域 田園(川崎) 田園(横浜) 横浜南 湘南 県央 東京 計 
2000 年度 26 29 21 43 26 6 151 
2001 年度 26 29 20 52 29 7 163 

地域 田園 ベイサイド

 
南多摩 湘南 県央 東京 計 

2002 年度 53 17 11 51 29 3 163 
2003 年度 50 21 9 50 24 3 157 
2004 年度 46 22 

 
50 24 4 146 

2005 年度 46 21 
 

50 24 4 145 
2006 年度 45 22 

 
53 27 6 153 

2007 年度 39 21 
 

47 27 7 141 
2008 年度 36 18 

 
45 27 8 135 

2009 年度 44 17 
 

48 32 13 154 
2010 年度 45 18 15 44 36 5 163 
2011 年度 38 19 18 45 36 5 161 
2012 年度 26 19 21 43 36 4 149 
2013 年度 22 20 22 42 36 4 146 
2014 年度 21 24 23 43 44 2 157 
2015 年度 20 24 29 42 44 2 161 
2016 年度 17 24 27 41 42 1 152 
2017 年度 16 24 27 47 43 (静岡) 1 158 

地域  ベイサイド 多摩･田園 湘南 県央 その他 計 
2018 年度  32 33 45 41 0 151 
2019 年度  32 34 43 37 0 146 
2020 年度  33 30 39 36 0 138 
2021 年度  32

 

 

 

28 36 29 0 125 
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第２号議案 
２０２１年度決算報告および監査報告 
（２０２１年４月１日～２０２２年３月３１日） 

収入の部 単位：円 
科目 予算額 実績額 摘要 

年会費 ７６８，０００ ７５２，５００  
総会会費 ０ ０  
事業収入（じゃおサロン） ０ ０  
雑収入 ６ ５ 利息 
小計 ７６８，００６ ７５２，５０５  
前年度繰越金 ６９９，７７３ ６９９，７７３  
合計 １，４６７，７７９ １，４５２，２７８  

支出の部 単位：円 
科目 予算額 実績額 摘要 

事務局費 ４，５００ ７００  
会議費 ０ ６，４８０  
通信費 １１５，０００ １１３，６７２  
広報費 
（会報・じゃおニュース・ 

ホームページ） 

５３，０００ ４８，１１２  

総会費 ３７，０００ ４１，０２３  
事業活動費 
 じゃおサロン 
 地域じゃお助成金 

１２０，０００ 
１２０，０００ 

０ 

８０，０００ 
８０，０００ 

０ 

 

地域じゃお活動費 ３８８，５００ ３７０，５００  
他団体交流費 １０，０００ ０  
賃借料 １１７，０００ １１６，６７６  
雑費 ６，０００ ５，７２０  
繰越金の地域分配金 １９２，０００ １９２，０００  
予備費 ０ ０  
小計 １，０４３，０００ ９７４，８８３  
繰越金 ４２４，７７９ ４７７，３９５  
合計 １，４６７，７７９ １，４５２，２７８  

繰越金残高 単位：円 
資産 金額 内訳 

現金 
横浜銀行普通預金 
ゆうちょ銀行振替貯金 
事務室賃借保証金 

８１，５９０ 
３４８，０９９ 

８，３９６ 
３９，３１０ 

 
 
 

合計 ４７７，３９５  
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前記の通り報告します。 
 ２０２２年４月１日 
  会計 石井 武則  ㊞ 

前記の決算報告を監査承認します。 
 ２０２２年４月１日 
  監事 島村 忠男 ㊞  
  監事 土屋 佳一 ㊞   ＊決算書の原本には押印いただいております。 

第 3 号議案 

2022 年度 活動方針および活動計画 

Ⅰ．活動方針 
本年度も「じゃおクラブの基本方針」に沿った活動を心がけます。 

１． 2022 年度活動の基本 
本年 1 月 23 日の臨時総会において、本部の運営・活動の見直しが議決され、本部主催の諸活動を縮小

し、また本部の多くの業務を「地域じゃお」に移管することになりました。これにより、従来にも増し

て「地域じゃお」を中心とした活動が基本となります。この「地域じゃお」中心の活動には、他地域の

会員からも、従来に増して活発な参加が望まれます。 
新型コロナウイルス禍は依然予断を許さぬ現状であり、本部及び地域じゃおの活動において、行政から

新型コロナウイルス感染症対策として何らかの宣言や指示が発令され、諸活動がこれに抵触する場合は、

これらに積極的かつ柔軟に対応し、中止や延期することに躊躇しません。また、可能な場合はオンライ

ン方式での開催を積極的に推進します。 
２． 会員数の拡大 
最近は会員の高齢化などで会員数は減少傾向が続いております。2022 年度から会費も改定され、新規

会員勧誘時のネックの一つに対してはハードルが下げられたと思います。新規会員の獲得は組織の若返

りと不可分で、組織の活性化を図るためには喫緊の課題です。しかし最近はいわゆる「働き方改革」の

影響もあり、そのターゲットはリタイア後やリタイア間近の方々だけでは大変難しくなっています。定

年延長などによる「半現役」のシニア層も対象に、新しい目線で友人・知己への勧誘も合わせて、今年

度も新規会員獲得活動を重点課題として更に活性化します。 
昨年度は「新規会員入会促進キャンペーン」で、会員各位に新人勧誘の協力をお願いしました。本年度

もこれを継続して、ホームページの活用の他に YouTube などを活用した勧誘や PR など具体策を検討・

実施します。 
３． 多くの会員が参加できる企画の検討 
最近は、オンライン方式でも対面方式でも限られた会員が参加するイベントが多く、極端に云うと「JAO
ニュース」を読むだけという会員が多数いることも事実です。これらの会員にも一期一会の仲間として、

積極的に参加してもらえる魅力のあるイベントの企画を、各地域じゃおに望みたいと考えます。 
４． オンライン方式の導入に際して 
一昨年度に緊急避難的手段として採用したオンライン方式による会合が、昨年度は本部運営委員会や

地域じゃおのイベントで恒常的に実施され、相応の実績を積みました。今年度もコロナ禍の先行きが

まだはっきりしませんが、当面はオンライン方式による活動が多くなると考えられます。 

この場合、約 1割以上の会員が、パソコンやスマホなどを常用されていない、いわゆる「非 E グルー
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プ会員」のため、オンライン方式による活動が不可能な環境下にあります。オンライン方式の導入の

一方で、非 E グループ会員に対し情報伝達の漏れがないよう、常に留意することを忘れぬようにしま

す。 

 

Ⅱ．本部の活動計画 

１． じゃおニュースの発行 

じゃおニュースは会員相互の情報共有と対外的な広報活動に活用するよう定期発行していきます。発行

日程は、毎月初めとし、非 E グループ会員の皆さまへは、その後速やかに各地域じゃおから送付されま

す。「会員だより」は名簿順に寄稿して頂いていましたが、2022 年 2 月号で一巡しましたので、3 月号

から名簿の最初に戻りました。更新された名簿順でお願いすることになっております。会員各位の関連

投稿大歓迎です。 
２． ホームページの運営（ホームページサークル） 
ホームページの役割は従来と変わりません。一般の方々に対してじゃおクラブのことを伝える手段であ

り、会員に対する情報共有の道具です。制作・管理・運営は、地域ごとに、地域が、地域に合った形で

行います。2021 年度に導入された「お知らせ」投稿を活用して、活動の告知やニュース、結果報告など

を行います。また、必要に応じて勉強会を開催します。 
３． じゃおＥグループの運営 
E グループはメールアドレスを持っている会員の殆どの方が参加しています。じゃおクラブの名簿は毎

月更新されており、E グループの情報もいつも最新の状態になっています。じゃおクラブ全員に向けて

の案内は、是非 E グループの活用をお願いいたします。 
投稿アドレスは jao-club@googlegroups.com です。このアドレスに投稿することで E グループ会員に

配信されます。 

Ⅲ．他団体との交流 
１． 生活クラブ関連行事  
１） ふくしまつり  
6月5日（日）開催予定。金沢区金沢八景 姫の島公園 （ベイサイド担当） 
「手作りの子どもの遊び（万華鏡・紙とんぼ・CDこま」工作コーナーに参加します。 
２） エッコロ共済  
「子育て講座」で「手作りの子どもの遊び」製作教室で指導するため講師を派遣します。 
機械的な遊びではなく、伝承してきた遊具を若い世代に伝えます。 
３） オルタ館フェスタ  
11月初旬の月曜日から土曜日に開催予定 
① じゃおの同好会としてグラファーズの写真作品と四木会の俳句作品を展示します。  
② 期間中（土）のイベントでは「手作りの子どもの遊び」として伝統的な遊具（万華鏡・紙とんぼ・

CD こま等）の工作コーナーに参加します。（ベイサイド担当） 
２．その他の団体 
昨年度、御柱祭のお誘いがあった長野県上伊那郡飯島町の七久保青壮年部との今後の交流については前

年度からの繰越案件として検討します。 
その他については、2022 年度にじゃおクラブから他の団体に対して情報を発信する予定はありません

が、呼びかけがあった場合には運営委員会で対応したいと思います。 

mailto:jao-club@googlegroups.com
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第 4 号議案 

２０２２年度    予 算 案 
（２０２２年４月１日～２０２３年３月３１日） 

収入の部 単位：円 
科目 前年度実績 予算額 摘要 

年会費 ７５２，５００ ４９２，０００ 年度初め会員数 124 名、入

会キャンペーン紹介者 2
名半額免除（会費4,000円） 

総会懇親会費 ０ ３０，０００ 参加者 30 名として 
（会費 1,000 円） 

雑収入 ５ ５ 利息 
小計 ７５２，５０５ ５２２，００５  
前年度繰越金 ６９９，７７３ ４７７，３９５  
合計 １，４５２，２７８ ９９９，４００  

支出の部 単位：円 
科目 前年度実績 予算額 摘要 

事務局費 ７００ ３０，０００ 会計監査施設使用料、 
廃棄物処分費 

会議費 ６，４８０ ０ オンライン方式のため 
通信費 １１３，６７２ ３５，０００ Wi-Fi 利用料１か月分、 

レンタルサーバ利用料、

Zoom 利用料、 
広報費 
（会報・ホームページ） 

４８，１１２ ４３，０００ HP サークル施設使用料、

参加者交通費（5 回分） 
総会費 ４１，０２３ ４０，０００ 施設利用料、懇親会飲食

代、その他経費 
事業活動費 
じゃおサロン 
地域じゃお助成金 

１２０，０００ 
１２０，０００ 

０ 

０ 
０ 
０ 

じゃおサロン廃止のため 

地域じゃお活動費 ３７０，５００ ３７２，０００ 年度初め会員数 1 人当た

り 3,000 円 
他団体交流費 ０ １０，０００  
賃借料 １１６，６７６ １２，０００ 倉庫分 
雑費 ５，７２０ １，０００ 振込手数料 
繰越金の地域分配金 １９２，０００ ０  
予備費 ０ １０，０００  
小計 ９７４，８８３ ５５３，０００  
繰越金 ４７７，３９５ ４４６，４００  
合計 １，４５２，２７８ ９９９，４００  
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第５号議案 

「新規会員入会促進キャンペーン」の継続について 

昨年の通常総会で承認を得ましたが、実績を見て継続の判断をという会員からの意見が複数あったの

で、運営委員会で審議した結果、今年度も継続することを提案します。 
キャンペーンの内容： 
① 新規入会者の入会初年度（4 月～3 月）の会費は無料にする。 
② 会員の紹介による入会者が次年度以降継続した場合は、紹介者の年会費をその年度に限り半額にす

る。継続入会者が 2 名以上の場合は、年会費を免除する。 
③ このキャンペーンは 2021 年度から実施する。 
2021 年度実績： 
4 名（湘南 1 名、多摩･田園 3 名）が入会しましたがうち 2 名は昨年度中に退会し、昨年度は本キャン

ペーンの効果はほぼ無かった判断します。 
提案理由： 
昨年度については、コロナ禍で行政などが主催する会員募集の機会が限られていたこと、じゃおクラブ

の活動が低調であったことなどが、本キャンペーンがうまく機能しなかった一因だと考えられます。 
また、新規会員の獲得は、じゃおクラブ全体にとって継続的な最優先課題でありますので、入会のハー

ドルを少しでも下げる施策として継続することが、地域じゃおの会員獲得活動のサポートになると考え

られます。なお、コロナ禍の状況にもよりますが、各地域じゃおにおいて、このキャンペーンを積極的

に利用する勧誘策や、新規入会者へのフォローアップを併せてお願いしたいと考えています。 

第 6 号議案 

2022 年度 役員選出案 

会則第 9 条の規定により運営委員と監事の立候補者を募ったところ、次の方々が立候補されました。 

運営委員立候補者（五十音順） 

No 氏 名 区分 No 氏 名 区分 

1 石井
い し い

 武則
たけのり

（多摩･田園：町田市） 継続 5 竹内
たけうち

 純一
じゅんいち

（多摩･田園：町田市） 継続 

2 大澤
おおさわ

 輝之
てるゆき

（ベイサイド：横浜市） 継続 6 永井
な が い

 志
し

成
せ い

 （湘南：藤沢市） 継続 

3 佐藤
さ と う

 義
よ し

久
ひ さ

（ベイサイド：横浜市） 新任 7 福山
ふくやま

 信二
し ん じ

 （県央：海老名市） 継続 

4 高橋
たかはし

 孝
たかし

 （多摩･田園：町田市） 継続 8 安田
や す だ

 賢二
け ん じ

 （湘南：藤沢市） 新任 

監事立候補者（五十音順） 

No 氏  名 区分 No 氏  名 区分 

1 島村
しまむら

 忠男
た だ お

（湘南：藤沢市） 継続 2 土屋
つ ち や

 佳一
よしかず 

（ベイサイド：横浜市） 継続 
 


